
町民のうごき［平成31年 4月25日現在］

■人　口　5,278 人 (－18)　男　2,494 人 (－ 7 )
　　　　　　　　　　　　 女　2,784 人 (－11)

■世帯数　2,457 戸 (＋ 8 )

PHOTO : 今年度より校名が変わった城西高校神山校の登校風景。

　　　　詳しくは、12ページの「まちの出来事」をご覧ください。

発行：神山町広報編集委員会　TEL.088-676-1111　[IP 2001]

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

h t t p : / / w w w . t o w n . k a m i y a m a . l g . j p

（　）は前々月比

3 月定例会 � ����������� 2 ページ
令和元年度予算が決まりました � ��  3 ページ
人事異動 � ������������ 4 ページ
神山町の給与・定員管理などについて ��  5 ページ
各課の配置と仕事内容 � ������ 6 ページ

主な内容



　

町
議
会
3
月
定
例
会
が
平
成
31
年
3

月
7
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
平
成
31
年
度
一
般

会
計
予
算
な
ど
23
議
案
を
審
議
し
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

当
初
予
算

■�

平
成
31
年
度
神
山
町
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

■�

平
成
31
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■�

平
成
31
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■�

平
成
31
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

■�

平
成
31
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

以
上
5
議
案
に
つ
い
て
は
、
3
ペ
ー

ジ
に
詳
し
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
6
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
億
9
1
8
万

円
を
追
加
し
、
総
額
52
億
9
7
2
9
万

7
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
と
し
て
、
総
務
費
費
の
増

額
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
5
0
7
万
4

千
円
を
追
加
し
、
総
額
8
億
9
7
2
2

万
円
と
し
ま
し
た
。

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
の
総
額
3
億
3
4
4
7
万

円
と
し
ま
し
た
。

■�
平
成
30
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い

て
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
8
8
3
万
8

千
円
を
追
加
し
、
総
額
10
億
5
6
9
9

万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
2
2
万
円
を

減
額
し
、
1
億
2
2
7
7
万
4
千
円
と

し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

■�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■�

神
山
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
■�

神
山
町
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
水
道
法
施
行
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

条
例
の
制
定

■�

神
山
町
森
林
整
備
推
進
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

そ
の
他

■�

神
山
町
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
基

金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

■�

大
埜
地
集
合
住
宅
N
ー
3
棟
新
築
工

事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■�

大
埜
地
集
合
住
宅
C
ー
3
棟
新
築
工

事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■�

平
成
30
年
度
林
道
施
設
災
害
復
旧
事

業
（
平
成
30
年
8
月
21
日
か
ら
24
日

に
か
け
て
の
台
風
20
号
災
害
）
倉
羅

川
井
峠
線
1
号
箇
所
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

■�

平
成
30
年
施
行
30
年
災
第
1
号
地
す

べ
り
災
害
復
旧
工
事
（
西
久
地
殿
宮

線
）
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
■�

平
成
30
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
等
施

設
整
備
費（
生
活
基
盤
近
代
化
事
業
）

広
野
区
域
ろ
過
施
設
建
設
工
事
変
更

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■�

平
成
30
年
度
（
ゼ
ロ
国
）
森
林
基
盤

整
備
事
業
林
業
専
用
道
奥
屋
敷
線
開

設
工
事
（
奥
屋
敷
区
）
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

神
山
町
議
会

3 

月 

定 

例 

会

�

23
議
案
を
可
決

「山地災害に備える」
　5 月20日から 6 月30日まで、山地
災害防止キャンペーンを実施します。
　神山町では、林野庁・徳島県東部農
林水産局とともに、山地災害が急増す
る台風シーズン前の梅雨時期に山地災
害危険地区の周知やパトロール、山地
災害に備える活動を行っています。山
地災害が発生
した場合や、森
林に異変を感
じ た ら、 速 や
かに連絡をお
願いします。

神山町建設課　088-676-1514

徳島県東部農林水産局
　　　　　　　088-626-8592
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令和元年度の予算が決まりました
　本年度も歳入不足が予想され、災害復旧費、農林水産業費を削減するとともに不足額の6.6億円を財政調
整基金から繰り入れて予算を組んでいます。本年度は大埜地集合住宅建設事業、林道新設改良事業、避難所
安全対策事業等があり、昨年度当初予算と比較すると微増となっています。
  主なハード事業は、大埜地集合住宅建設事業（402,009千円）、林道加仁輪線開設事業（52,000千円）、
林道奥屋敷線開設事業（10,600千円）、避難所安全対策改修事業（22,143千円）などです。ソフト事業に
ついては、神山町国際交流プロジェクト事業（7,280千円）、家具転倒防止器具購入補助（500千円）などです。

● 一　　般　　会　　計　（単位：千円）

10.2%

15.4%
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5.9%
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1.0%

6.6%

8.1%

4.3%

8.8%

8.6%

2.9%

16.1%

20.6%

24.0%

自
主
財
源

依
存
財
源

歳　入

町税 455,831
町民税、軽自動車税など町民の皆さんに納めて
いただいたお金

使用料・手数料 42,929
施設の使用料、住民票、戸籍等証明の手数料のお金

繰入金 687,604
町の貯金にあたる基金などから繰入れるお金

その他 129,366

地方交付税 1,759,015
財源不足が生じる自治体に、使い道を定めず交
付される自治体固有のお金

国庫支出金 261,892
国が使い道を指定して交付するお金

県支出金 312,663
県が使い道を指定して交付するお金

地方債 589,000
公共施設の整備や財源の不足を補うために
町が借入るお金

その他 218,700

歳　出

総務費 917,395
地域振興のため

民生費 1,070,347
福祉の充実のため

衛生費 292,719
ゴミ等の環境衛生、予防接種等の保健衛生のため

農林水産業費 359,905
農林水産業の振興のため

土木費 718,635
道路整備、町営住宅運営のため

消防費 192,315
神山消防署、町消防団等の防災対策のため

教育費 392,257
教育や文化振興のため

公債費 384,881
町の借金返済のため

その他 128,546

● 10年間の予算推移�
（単位：千円）

● 性質別歳出�
（単位：千円）

● 特別会計当初予算�
（単位：千円）
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4,182 4,096 4,253 4,419 4,4574,143 4,208
3,432 3,537 3,632 3,705

H30 R1

会　 計　 名 予　 算　 額
国 民 健 康 保 険 814,633
簡 易 水 道 事 業 362,169
介 護 保 険 997,188
後 期 高 齢 者 医 療 131,792

合計
4,457,000
（100％）

818,923
（18.4％）

413,879
（9.3％）

384,881
（8.6％）

1,067,073
（23.9％）

維持補修費
34,915（0.8％）

364,556
（8.2％）

743,312
（17.3％）

562,945
（12.6％）災害復旧

事業費
21,780
（0.5％）

積立金
20,696
（0.5％）

予備費
10,000（0.2％）貸付金

14,040
（0.3％） 　　　　人　件　費　

　
　
　
扶
　助

　費
　
公
　債

　費
　

　
　　　物　件　費　　　　

  　
　補

助
費
等
　
　
普
通
建
設
事
業
費
　
　

    
繰　
出　金

1,315,730
29.5%

3,141,270
70.5%

3 令和元年 5月15日発行



小
・
中
学
校
教
職
員
転
入
者

�

（
　
）
は
前
任
校

⃝

広
野
小
学
校

　

川
崎　

浩
一
＝
教
諭
（
県
教
育
委
員
会
）

　

山
田　

暉
子
＝
教
諭
（
北
島
小
学
校
）

　

笠
井　

晴
大
＝
主
事
（
北
島
中
学
校
）

⃝

神
領
小
学
校

　

楠　
　

達
也
＝
校
長
（
椿
泊
小
学
校
）

　

加
藤　

幸
紀
＝
教
頭
（
知
恵
島
小
学
校
）

　

高
木　

久
惠
＝
養
護
教
諭

�

（
北
井
上
小
学
校
）

　

河
見　

朱
莉
＝
教
諭
（
千
松
小
学
校
）

　
五
反
地
美
由
貴
＝
教
諭
（
新
任
）

　

勝
浦
さ
や
か
＝
助
教
諭
（
海
部
小
学
校
）

⃝

神
山
中
学
校

　

小
林　
　

積
＝
教
頭
（
川
内
中
学
校
）

　

森　
　

和
子
＝
教
諭
（
石
井
中
学
校
）

　

都
留
友
里
愛
＝
教
諭
（
穴
吹
中
学
校
）

　

岡　

真
奈
美
＝
栄
養
教
諭

�

（
佐
古
小
学
校
）

　

高
橋　

和
也
＝
教
諭
（
八
万
南
小
学
校
）

新
任
紹
介

在
任
中
は
、

�

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

⃝

退
職

　

住
友　

啓
二　
（
教
育
委
員
会
）

　

岡
田　

義
之　
（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　

徳
永　

仁
美　
（
広
野
保
育
所
）

　

森　
　

耕
造　
（
建
設
課
）

　

阿
部　

吉
幸　
（
健
康
福
祉
課
）

　

佐
々
木
咲
江　
（
鬼
籠
野
公
民
館
）

　

竹
内　

博
久　
（
総
務
課
）

�

井上　亮太
スポーツを観戦したりするのが好き
です。
神山のさらなる発展のため努力して
いきたいと思います。

平谷　竜也
年齢は30歳でトレードマークは眼鏡
です。
町民の皆様のお役に立てるよう努力
いたしますので、お困りの際はどう
ぞお気軽にお声かけください。

阿部　祥子
スポーツと美味しいものが好きです。
現在はカメラにも挑戦中です。
早く仕事を覚え、神山町の皆様のお
役に立てるよう頑張ります。よろし
くお願いいたします。

　本年度は、昨年、皆様から寄せられた寄附金を下表の事業に使用することと
いたしました。今年度も引き続きふるさと納税にご協力よろしくお願いいたします。

（単位：千円）

事業項目 寄附金額 充当事業名

産業振興 1,222 里山みらい創造事業補助等

　ふるさと納税制度とは、個人住民税をお納めの皆さまが、出身地など、愛着を感じてい
る地方公共団体に寄附を行った場合、2,000円を超える金額について、個人住民税の所得
割の 2割程度を限度として、翌年度に課税される個人住民税から税額を控除する寄附金
税制のことです。（所得税では、寄附金額を控除する制度が別に設けられています。）

ふるさと納税制度で神山町に寄せられた寄附金の使い道が決定しました。

▲高円寺阿波踊りでのすだちPRのようす

広報かみやま No.322 4



1 　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳
人口（H30.1.1現在）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率

Ｂ／Ａ
（参考）
28年度の人件費率 区　分 職員数

Ａ
給　　　　与　　　　費

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 　計　Ｂ

29年度 人 千円 千円 千円 ％ ％ 29年度 人 千円 千円 千円 千円
5,464 4,862,151 153,623 786,551 16.2 16.3 91 319,335 60,608 130,193 510,136

（参考）一人当たり
給与費　Ｂ／Ａ

（参考）類似団体平均
一人当たり給与費

注 1　 職員手当には退職手当を
含まない。

　 2 　 職 員 数 は、29年 4 月 1
日現在の人数である。

　 3 　給与費については、任期
付短時間勤務職員（再任用
職員（短時間勤務））の給
与費が含まれており、職員
数には当該職員を含んでい
ない。

千円 千円
5,606 5,631

2　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（30年 4月1日現在）
　　①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
神 山 町 41.8 歳 309,998 円 362,584 円 335,245 円
徳 島 県 44.5 歳 337,278 円 431,355 円 370,925 円

国 43.5 歳 329,845 円 410,940 円 ―円
類似団体 41.3 歳 301,998 円 347,512 円 332,402 円

　　②技能労務職

区　　分
公　　　務　　　員 民　　　　間 参　考

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
（Ａ）

平均給与月額
（国ベース）

対応する民間の
類似職種 平均年齢 平均給与月額

（Ｂ） Ａ／Ｂ

神 山 町 55.6歳 320,008円 336,800円 326,167円 － －歳 －円 －
うち清掃職員 ＊ ＊円 ＊円 ＊円 廃棄物処理業従業員 45.8歳 293,000円 －
う ち 用 務 員 55.7歳 323,400円 336,275円 326,650円 用 務 員 55.6歳 207,200円 1.62
う ち そ の 他 54.5歳 313,067円 331,517円 322,133円 － －歳 －円 －

徳 島 県 55.8歳 357,339円 395,088円 372,828円 － －歳 －円 －
国 50.7歳 286,817円 328,637円 －円 － －歳 －円 －

類 似 団 体 51.3歳 305,463円 330,796円 320,990円 － －歳 －円 －

区　　分

参考 ※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用
している。（平成 27 ～ 29 年の 3 ヶ年平均）

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形
態等の点において完全に一致しているものではない。

※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれの平均
給与月額を12倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・勤勉
手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値である。

※個人情報保護の観点から、対象となる職員数が 1 人又は 2 人の場合は、当
該箇所をアスタリスク (*) としている。

年収ベース（試算値）の比較
公務員
（Ｃ）

民間
（Ｄ） Ｃ／Ｄ

神 山 町 5,459,900 － － 
うち清掃職員 ＊ 4,038,000 － 
う ち 用 務 員 5,534,200 2,808,700 1.97
う ち そ の 他 5,299,740 － － 

3　特別職の報酬等の状況（30年 4月 1日現在）

区　　分
給　料　月　額　等

区　　分
給　料　月　額　等

（参考）類似団体における
最高／最低額

（参考）類似団体における
最高／最低額

給料 町　長 746,000円（－円） 820,000円／500,000円
期末
手当

議　長
（29年度支給割合）

3.35月分副町長 597,000円（－円） 678,000円／471,000円 副議長

報酬
議　長 284,000円（－円） 400,000円／220,000円 議　員
副議長 234,000円（－円） 314,000円／178,000円

退職
手当

　　　（算定方式）　　　　　　　（支給時期）
議　員 195,000円（－円） 290,000円／148,000円 町　長 給料月額×100分の43.5×月数　任期満了時

期末
手当

町　長 （29年度支給割合）
3.35月分

副町長 給料月額×100分の25.75×月数　任期満了時
副町長 備　考

注 1　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　 2　退職手当の「1期の手当額」は、4月 1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

4　職員数の状況
　部門別職員数の状況と主な増減理由　（各年 4月 1日現在）

区　分
部　門

職　員　数 対前年
増減数

注 1 　職員数は一般職に属する職員数である。
　 2 　［　　　］内は、条例定数の合計である。平成29年度 平成30年度

普 通 会 計 部 門

一 般 行 政 部 門 77 80 3
計 77 80 3

教 育 部 門 13 11 ▲2
消 防 部 門 0 0 0
小 計 90 91 1

公営企業等会計部門 小 計 14 14 0

合　　計 104
〔158〕

105
〔158〕

1
〔0〕

神山町の給与・定員管理等について

5 令和元年 5月15日発行



神領ゆり会議室

スダチ会議室

　課長　　福岡　祐司

課長補佐　　正木　恵子
課長補佐　　中村由美子
主査　　　　粟飯原正博
主事　　　　添木　佑香
主事　　　　高橋　宏徳
主事　　　　吉川　祐介
主事　　　　酒井　　麗

　　課長　 相原　英夫

課長補佐　　細井多恵子
課長補佐　　高橋　成文
主査　　　　鳥庭　　宏
主査　　　　松本　秀明
主任　　　　森　　由仁
主事　　　　鈴江　正典

主査　　阿部　公成
主任業務員　畠中　　宏

事務局長　　水上　明彦

課長　宮田　伸也

課長補佐　高橋　則充　 課長補佐　相原　正弥　 主査　　　手塚　陽代
係長　　　宮本　留美　 係長　　　坂井　義隆　 主事　　　馬場　達郎
主事　　　北山　敬典　 主事　　　大坂　千洋　 主事　　　平嶋　基曜
主事　　　駒形　良介　 主事　　　林　明宏
主査　　　杼谷　　学（神山つなぐ公社派遣）
主事　　　西本　　寛（徳島県市町村総合事務組合派遣）
主事　　　白桃　　薫（神山つなぐ公社派遣）

課長補佐　相原　輝実　 課長補佐　高橋　俊行
課長補佐　河野　和弘　 主査　　　多田　誠二
主査　　　山田　公彦　 主査　　　原田　　幸
主事　　　樫本　憲司　 主事　　　出原　聡子
主事　　　平谷　竜也
主事　　　門田　東樹（後期高齢者医療広域連合派遣）

課長　　樫本　高康

出納室長  阿部　くみ
室長補佐  鍛　真由美

戸籍及びマイナンバー、国民年金、統計調査、消費者行政、
町営バス、選挙、町営住宅の維持管理、環境衛生、狂犬病
予防などに関すること

課長補佐　　森下　博文　　　　　　　　課長補佐　　木村　耕次
課長補佐　　森　　　敏　　　　　　　　課長補佐　　河野あかね
係長　　　　早瀬　亮介　　　　　　　　主事　　　　楠上　輝彦
主事　　　　西本　靖志　　　　　　　　業務員　　　森　　耕造
業務員　　　大元　龍児

工手　　藤井　康弘
工手　　岡田　義之
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神
山

サ
ク

ラ
会

議
室

副所長心得　阿部　弘幸
主任　　根本左知子
主事　　阿部　祥子
主任業務員　森長　和代

課長補佐　加藤千恵子　 課長補佐　小西　　明
主査　　　近藤　直美　 主査　　　日野亜希子
主査　　　佐々木由紀子　 主事　　　谷　　政憲
主事　　　森本　聖生　 主事　　　矢武　朋子
技師　　　東城　由紀　 主事　　　宮田　英知
主任業務員　山本　勝江

課長　　河野　真二

課長　　浦山　恵美

　教育次長　 滝上　博文

教育次長補佐心得　　永正　剛士
係長　　　　　藤原　牧子
係長　　　　　花本　布美
主事　　　　　遠藤あゆみ
主事　　　　　朝倉　健斗
主事　　　　　井上　亮太

教育長　 高橋　博義

参事　 竹内　博久

課長補佐　　森下　博文　　　　　　　　課長補佐　　木村　耕次
課長補佐　　森　　　敏　　　　　　　　課長補佐　　河野あかね
係長　　　　早瀬　亮介　　　　　　　　主事　　　　楠上　輝彦
主事　　　　西本　靖志　　　　　　　　業務員　　　森　　耕造
業務員　　　大元　龍児

管理委託　認定NPO法人グリーンバレー

農村環境改善センター
676-1177　IP2028

用務員　佐々木咲江

鬼籠野公民館
676-0111　IP2024

用務員　村本　温子

阿川公民館
678-0332　IP2025

主任　大西　希実

学校給食センター
676-1053　IP2034

用務員　藤岡　映里

下分公民館
677-0004　IP2023

管理委託　認定NPO法人グリーンバレー

神領公民館

管理委託　㈲西森組

上分公民館
677-0010　IP2021

　　　　　　　　　所長　林　美智代

副所長　　　楠　　貴代　　主任保育士　樽尾　圭子
保育士　　　高橋　悠子　　保育士　　　清水麻衣子
保育士　　　堂脇　弓佳　　用務員　　　阿部　澄代

広野保育所
678-0556　IP2027

　　　　　　　　　所長　山口　准子

副所長　　　箱石佳那子　　主任保育士　西橋　宏子
保育士　　　阿部　ゆか　　保育士　　　湯淺あゆ美
保育士　　　尾西佳那子　　保育士　　　阿部　早苗
保育士　　　阿部ひかり　　主任調理員　坂東　史恵

下分保育所
677-0222　IP2026

主任業務員　　井上　喜勇

環境センター
678-0011　IP2033

支所長　中山　由美
主　事　稲垣　　恵

広野支所（広野公民館）
678-1111　IP2020
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昨
年
度
は
全
５
回
に
わ
た
り
「
空
き

家
相
談
、
は
じ
め
ま
し
た
。」
の
コ
ー

ナ
ー
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
は
「
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ

り
」
が
復
活
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
お
届

け
し
ま
す
。

「
お
家う
ち

長な
が

生い

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

�

で
、
生
前
整
理
を
お
手
伝
い

　

お
家
長
生
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
将

来
空
き
家
に
な
っ
た
時
の
家
の
活
用
方

法
を
、
空
き
家
に
な
る
前
か
ら
一
緒
に

考
え
は
じ
め
、
次
の
住
ま
い
手
に
つ
な

い
で
い
く
取
組
み
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
「
お
家
長
生

き
宣
言
」
の
木
札
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
よ
り
希
望
者
を
対
象
に
、
登

録
さ
れ
た
ご
自
宅
の
生
前
整
理
を
、
移

住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
が
お
手
伝
い
に

伺
っ
て
い
ま
す
。
生
前
整
理
と
は
、
元

気
な
う
ち
か
ら
死
後
の
こ
と
を
考
え
て

身
の
回
り
の
整
理
を
し
て
お
く
こ
と

で
、
終
活
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。
登

録
者
の
方
と
事
前
に
よ
く
相
談
し
た
う

え
で
作
業
を
進
め
、
大
き
な
家
財
の
整

理
な
ど
も
お
手
伝
い
で
き
ま
す
。

　

不
要
品
の
整
理
を
し
て
お
く
と
、
暮

ら
し
が
快
適
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
建

物
の
通
気
が

良
く
な
り
、

お
家
の
長
生

き
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

お
家
長
生
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て

は
、
移
住
交

流
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お

電
話
く
だ
さ

い
。

空
き
家
相
談
会

�

開
催
の
お
知
ら
せ

　

空
き
家
の
こ
と
や
、
ま
だ
お
住
い
に

な
っ
て
い
る
家
や
土
地
に
つ
い
て
、
日

頃
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
役
場
・
移
住
交

流
支
援
セ
ン
タ
ー
、
神
山
つ
な
ぐ
公
社

の
、
担
当
者
や
建
築
士
が
お
話
を
伺
い

ま
す
。

日
時
：
2
0
1
9
年
5
月
24
日
（
金
） 

　
　
　

10
時
〜
16
時

場
所
：
神
山
町
役
場
2
階
図
書
室

総合窓口
神山町産業観光課

☎ 088-676-1118

空き家の契約と移住
移住交流支援センター
☎ 088-676-1177

空き家相談
随時受付中

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

NPO法人
グリーンバレー
☎676-1177

IP：2028

NPO法人
グリーンバレー
の伊藤が

お届けします。

＊＊＊ 平成30年度の活動報告 ＊＊＊
◦移住希望者の相談件数　102件

センター訪問や、電話、メールでの問い合わせなど、1年間でこ
れだけの移住相談がありました。実際にセンターを訪問してく
ださった方には、町内各地区の案内や空き家の案内を行いまし
た。

◦新規移住者の数　11世帯18人
移住交流支援センターを介して、これだけの方が実際に移住し
てこられました。「お試しハウス」や「すみはじめ住宅」を利用
した移住が 3組あり、また18人のうち 5人は未就学の子どもで
した。

◦町内在住者の空き家契約件数　6 件
空き家を借りることについて、町内在住者や町内出身者からの
問合せが年々増えています。これだけの町内の方が、結婚や出
産などの生活スタイルの変化に伴い、空き家を利用して住みか
えをしました。

広報かみやま No.322 8



統
一
地
方
選
挙

県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

3
月
29
日
告
示
の
徳
島
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
名
西
選
挙
区
（
定
数
2
）
は
、

定
数
を
超
え
る
立
候
補
者
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
無
投
票
と
な
り
、
神
山
町
か

ら
現
職
の
岩
丸
正
史
氏
（
神
領
・
66
歳
・

4
期
目
）、
石
井
町
か
ら
現
職
の
山
西

国
朗
氏
（
33
歳
・
2
期
目
）
の
両
氏
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

神
山
町
長
選
挙

　

神
山
町
長
選
挙
は
4
月
16
日
に
告
示

さ
れ
、4
月
21
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

投
票
は
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま

で
上
分
投
票
所
ほ
か
8
カ
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
開
票
は
、
午
後
9
時
15
分
か

ら
神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
午
後
10
時
21
分
に
開
票
作
業

が
終
了
し
、
現
職
の
後
藤
正
和
氏
（
神

領
・
69
歳
・
5
期
目
）
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

神
山
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

議
員
の
欠
員
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
う

神
山
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
欠
員
数

1
議
席
）
は
4
月
16
日
に
告
示
さ
れ
、

定
数
を
超
え
る
立
候
補
者
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
無
投
票
と
な
り
、
新
人
の
中

野
直
行
氏
（
鬼
籠
野
・
68
歳
）
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

当
選
者
紹
介

岩
　
丸
　
正
　
史 

県
議

後
　
藤
　
正
　
和 

町
長

中
　
野
　
直
　
行 

町
議

町
民
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

神
山
の
い
ま
を
訪
れ
て
、
見
て
、
感

じ
る
町
民
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
町
内
に
在
住
、
在
勤
し
て

い
る
方
々
で
、
5
名
以
上
の
団
体
か
ら

申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
参
加
者

の
希
望
に
合
わ
せ
て
行
程
も
調
整
し
て

い
ま
す
の
で
、
毎
回
違
っ
た
コ
ー
ス
で

回
っ
て
い
ま
す
。
3
月
19
日
の
バ
ス
ツ

ア
ー
で
は
、「
神
山
で
長
く
営
業
し
て

い
る
お
店
や
工
場
な
ど
に
行
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
希
望
か
ら
、
大
和
合
金

（
阿
川
）・
神
山
椎
茸
組
合
（
鬼
籠
野
）・

小
西
製
材
（
下
分
）・
大
黒
屋
（
神
領
）

と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
初
め
て
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
最
近
の
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
）

3
月
17
日　

神
領
大
久
保
地
区　

14
名

3
月
19
日　

今
ま
で
の
バ
ス
ツ
ア
ー
受
入
先
の
み
な
さ
ん　

5
名

今
ま
で
の
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
延
べ　

5
8
4
名

まちの
　 出来事

かん太くん

町長選投票結果
　神山町長選挙は、現職の後藤正和氏（神領・69歳・5期目）が当選されました。

⃝投票結果
選挙当日の有権者数 投票者数 投票率（％）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

2,242 2,583 4,825 1,631 1,835 3,466 72.75 71.04 71.83

⃝開票結果（候補者別得票数：得票数の多い順）
後　藤　正　和 森　本　吉　治 無　効　等

1,891 1,537 38

▲�西分の家では「改修前はこんな間取りだった」
という声も
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木
の
ま
ち
神
山

木
製
看
板
を
設
置

　

西
青
井

夫
の
国
道

沿
い
に
設

置
し
て
い

る
木
製
看

板
「
木
の

ま
ち
神

山
」
が
リ

ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し

た
。
初
代

は
平
成
9

年
12
月
6
日
に
町
内
製
材
所
メ
ン
バ
ー

（
神
山
木
材
向
上
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
り

設
置
さ
れ
神
山
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
傷
み
も
目

立
つ
よ
う
に
な
り
、
2
代
目
看
板
を
3

月
1
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
看
板
は
上
分
大
中
尾
の
樹
齢

約
1
5
0
年
の
杉
高
齢
木
を
使
用
し
、

週
末
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
製
作
し
ま

し
た
。

　

高
さ
は
約
7
m
、
彫
り
込
ま
れ
た
文

字
は
初
代
と
同
じ
「
木
の
ま
ち
神
山
」

と
「
木
の
香
る
里
神
山
」
を
採
用
し
、

こ
れ
か
ら
も
神
山
の
P
R
に
努
め
て
い

た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

す
だ
ち
農
家
育
成
へ

N
P
O
法
人
里
山
み
ら
い・J
A
名
西
郡・

神
山
町
が
連
携
協
定
締
結

　

N
P
O
法
人
里
山
み
ら
い
は
、
4
月

か
ら
、
J
A
名
西
郡
、
神
山
町
と
連
携

し
、「
農
業
次
世
代
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
始
め
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
す
だ
ち
農
家

の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
、
就
農
希
望

者
を
受
入
れ
、最
長
2
年
間
の
研
修
と
、

就
農
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

3
月
14
日
、
3
者
で
協
力
・
連
携
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
を
明
確

に
す
る
た
め
、
署
名
式
を
行
い
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
在
位

三
十
年
記
念
植
樹

　

天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

成
31
年
1
月
7
日
に
御
在
位
30
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
慶
事
の
記
念
行

事
と
し
て
林
野
庁
は
記
念
植
樹
等
を
推

進
し
て
お
り
当
町
に
お
い
て
も
3
月
20

日
に
創
造
の
森
で
、
神
山
さ
く
ら
会
か

ら
「
神
山
枝
垂
れ
さ
く
ら
」
苗
木
3
本

を
提
供
い
た
だ
き
、
町
長
ほ
か
議
員
に

よ
り
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

道
の
駅
で
人
権
啓
発
活
動

　

4
月
4
日
に
道
の
駅
で
、
す
だ
ち
っ

こ
く
ら
ぶ
の
子
ど
も
た
ち
32
名
と
神
山

町
人
権
擁
護
委
員
4
名
で
人
権
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
桜
を
見
に
来
ら
れ

た
多
く
の
方
々
に
、
子
ど
も
た
ち
が
人

権
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
て
、
人
権

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

▲人権イメージキャラクター
 　　「人KENまもる君」

▲上角を望む場所に植えました

▲すだちの振興がんばります

▲伐採した樹木を4tトラックで搬出しました

▲参加者でお手植えをしました
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神
山
町
自
主
防
災
会

視
察
研
修
会
開
催

　

3
月
9
日
（
土
）、
神
山
町
自
主
防

災
会
視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
活
動
を
さ
れ
て
い
る
自
主
防

災
会
の
枠
を
超
え
た
、
は
じ
め
て
の
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
催
の
案
内

を
し
た
と
こ
ろ
、
様
々
な
地
域
か
ら
、

16
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

神
戸
市
の
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
」
を
訪
問
し
、
阪
神
淡
路
大
震
災

や
東
日
本
大
震
災
の
記
録
を
中
心
と
し

た
展
示
資
料
や
映
像
な
ど
を
見
聞
き
す

る
こ
と
で
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
ま
し
た
。
語
り
部
の
方
か

ら
、
震
災
直
後
の
経
験
や
町
の
様
子
も

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
自
主
防
災
会
を
運
営
し
て
い
く

中
で
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。「
資
料
も
豊

富
で
、
勉
強
に
な
っ
た
。
年
齢
問
わ
ず

参
加
し
た
ら
よ
い
と
思
う
」
と
い
っ
た

声
が
あ
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
神
山
温
泉
と
災
害
時
入

浴
支
援
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

神
山
町
は
、
株
式
会
社
神
山
温
泉
と

災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
等
に
対
す
る

入
浴
支
援
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
、
風
水
害
、
そ

の
他
大
規
模
な
事
故
な
ど
に
よ
り
多
数

の
被
災
者
が
発
生
し
た
時
に
、
一
定
期

間
協
力
を
要
請
し
、入
浴
支
援
や
宿
泊
、

生
活
用
水
な
ど
の
提
供
を
迅
速
か
つ
円

滑
に
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
協

定
に
よ
り
、
町
民
や
観
光
客
が
被
災
し

た
と
き
に
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

F
H
P
と
災
害
時
に
お
け
る
食

料
の
供
給
の
協
定
書
を
締
結

　

神
山
町
は
、（
株
）
フ
ー
ド
ハ
ブ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
災
害
時
に
お
け
る
食

料
の
供
給
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時

や
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
相
互
に

協
力
し
て
住
民
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
、
神
山
町
が
食
料
を
必
要
と
す
る
場

合
は
、（
株
）
フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
食
料
物
資
を
要
請
す
れ
ば
、
食

料
の
優
先
的
な
供
給
、
調
理
及
び
運
搬

の
協
力
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
神
山
町
役
場
職
員

防
災
訓
練
で
、
共
同
訓
練
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
神
山
町
の

防
災
力
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

各
種
俳
句
大
会
が
開
催

第
五
十
六
回

　
神
山
町
長
杯
県
下
俳
句
大
会

第
十
二
回

　
N
P
O
法
人
さ
く
ら
会

　
　
理
事
長
杯
県
下
俳
句
大
会

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
四
日
（
日
）

�

広
野
公
民
館

参
加
者　

三
十
二
名　

兼　

題　

一
、
春
の
山
（
春
季
）

　
　
　
　

二
、「
花
」
読
み
込
み
（
春
季
）

席　

題　

三
、
柳や

な
ぎ

鮠は
や

　
　
　
　

四
、
蒲
公
英

　
　
　
　

五
、
朧お

ぼ
ろ

第
五
十
六
回

　
神
山
町
長
杯
県
下
俳
句
大
会

優
　
勝

　

恐
竜
の
化
石
の
ロ
マ
ン
春
の
山

�

阿
波
市
吉
野
町
　
三
木
　
光
風

準
優
勝

　

水
底
に
影
従
え
て
柳
鮠

�

板
野
郡
北
島
町
　
松
岡
　
　
乙

第
三
位

　

春
の
山
声
か
ら
先
に
登
り
来
る

�

鳴
門
市
撫
養
町
　
田
渕
　
　
明

第
十
二
回

　
N
P
O
法
人
神
山
さ
く
ら
会

　
　
理
事
長
杯
県
下
俳
句
大
会

優
勝

　

花
の
町
と
て
暮
ら
し
あ
り
鍬
を
持
つ

�

阿
波
市
吉
野
町
　
三
木
　
光
風

準
優
勝

　

握
手
し
て
花
冷
の
手
で
あ
り
に
け
り

�

板
野
郡
北
島
町
　
松
岡
　
　
乙

第
三
位

　

空
海
に
惹
か
れ
て
花
の
明
王
寺

�

鳴
門
市
撫
養
町
　
田
渕
　
　
明

「神山町長杯準優勝」
「さくら会理事長杯準優勝」

板野郡北島町
松岡　　乙さん

「神山町長杯優勝」
「さくら会理事長杯優勝」

阿波市吉野町
三木　光風さん

「神山町長杯第三位」
「さくら会理事長杯第三位」

鳴門市撫養町
田渕　　明さん

11 令和元年 5月15日発行



神
山
分
校
が
神
山
校
へ

　

城
西
高
校
神
山
分
校
が
平
成
31
年
度

か
ら
、
学
科
再
編
に
伴
っ
て
、
校
名

を
「
城
西
高
校
神
山
校
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
造
園
土
木
科
」

と
「
生
活
科
」
を
「
地
域
創
生
類
」
へ

と
学
科
再
編
を
行
い
ま
し
た
。
神
山
校

独
自
の
授
業
で
あ
る
神
山
創
造
学
を
学

び
つ
つ
、
2
年
次
に
は
環
境
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
か
食
農
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
コ
ー
ス

を
選
択
し
ま
す
。
地
域
と
連
携
し
た
授

業
を
行
い
、
興
味
関
心
に
応
じ
た
学
び

を
深
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
神
山
町
内
に
住
み
な
が
ら
通
う
、
町

外
や
県
外
の
生
徒
も
入
学
し
ま
し
た
。

小
野
さ
く
ら
野
舞
台

定
期
公
演
開
催

　

4
月
14
日
に
神
領
小
野
天
王
神
社
境

内
・
小
野
さ
く
ら
野
舞
台
に
て
、
第
12

回
と
な
る
定
期
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
曇
り
空
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。和
太
鼓
の
演
奏
、

唄
や
演
奏
、
襖
か
ら
く
り
、
寄
井
座
に

よ
る
人
形
浄
瑠
璃
「
え
び
す
舞
」、「
正し

ょ
う

写う
つ
し

朝あ
さ

顔が
お

話は
な
し

」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
登
場
人
物
が
登
場
す
る
演
目
の
前

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
紹
介
が
あ
り
、

8
体
も
の
人
形
が
並
ぶ
様
子
は
圧
巻
で

し
た
。
ま
た
、
野
外
テ
ン
ト
で
は
、
そ

ば
米
汁
や
ち
ら
し
寿
司
が
ふ
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。

上
分
地
区
芸
能
大
会

　

4
月
14
日
、
日
曜
日
、
上
分
公
民
館

に
て
上
分
地
区
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
2
階
大
会
議

室
に
は
、
来
場
者
、
出
演
者
な
ど
多
く

の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
や

踊
り
、
器
の
生
演
奏
な
ど
で
観
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
福
寿
会
の
演
目
「
七

福
踊
り
」
は
上
分
・
北
谷
地
区
に
伝
わ

る
踊
り
で
、
七
福
神
は
北
谷
7
地
区
を

模
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
龍
王

の
山
か
ら　

北
谷
見
れ
ば　

七
人
揃
っ

て　

七
福
神
～
♪
」
の
唄
に
あ
わ
せ
て

軽
や
か
な
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
1

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
1

神
山
町
L
E
D
防
犯
灯
取
替
工
事
の

完
了
に
つ
い
て

　

神
山
町
が
管
理
す
る
防
犯
灯
を

L
E
D
防
犯
灯
に
取
り
替
え
る
工
事
を

平
成
30
年
度
に
行
い
ま
し
た
。
新
し
く

取
り
替
え
た
防
犯
灯
に
は
写
真
の
よ
う

な
4
桁
の
数
字
が
書
い
て
あ
る
シ
ー
ル

が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
防
犯
灯
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
神

山
町
役
場
総
務
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

▲多くの人が見物に訪れました

▲新入生オリエンテーション合宿の様子

▲七福踊りの様子

▲新たに設置したＬＥＤ防犯灯器具
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住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

野
良
ね
こ
へ
の
エ
サ
や
り
は
や
め
て

く
だ
さ
い

　

野
良
ね
こ
に
む
や
み
に
エ
サ
を
与
え

る
こ
と
は
、
過
剰
な
繁
殖
の
原
因
と
な

り
、
近
隣
の
方
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

エ
サ
を
与
え
る
行
為
は
飼
い
主
と
同

じ
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
、
管

理
な
ど
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
と
ポ
ス
タ
ー
が
新
し
く
な
り

ま
し
た

　

平
成
28
年
版
か
ら
の
主
な
変
更
点
と

し
て
、
①
生
ご
み
の
収
集
開
始
、
②
紙

お
む
つ
の
指
定
袋
で
の
収
集
開
始
、
③

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
の
取
り
外

し
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

ご
み
の
分
別
排
出
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
現
況
届
に

つ
い
て

　

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
の
全
受
給

者
を
対
象
と
し
て
、
毎
年
6
月
上
旬
に

現
況
届
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
現
況
届

は
引
き
続
き
手
当
を
受
給
で
き
る
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現

況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
手
当
の
支
給

が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受
給
者

証
の
更
新
が
あ
り
ま
す

　

重
度
医
療
の
全
受
給
者
を
対
象
と
し

て
、6
月
に
更
新
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

現
在
、
お
渡
し
し
て
い
る
受
給
者
証
は

有
効
期
限
が
「
平
成
31
年
7
月
31
日
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
利

用
す
る
た
め
に
、
8
月
ま
で
に
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
更
新
手
続
き

を
し
て
い
な
い
方
は
、
8
月
以
降
に
重

度
医
療
費
制
度
を
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
更
新
手
続
き
は
町
役
場
健
康

福
祉
課
だ
け
で
な
く
、
広
野
支
所
で
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
申
請
に
必
要
な
モ
ノ
》

⃝
更
新
申
請
書

⃝
印
鑑

⃝
障
が
い
者
手
帳

⃝
保
険
証

神
山
町
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
に

つ
い
て

事
業
目
的

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
し
、
緊

急
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
を
確
保
す
る

と
と
も
に
そ
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

に
よ
り
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

事
業
概
要

⃝
緊
急
通
報
装
置

　

家
庭
用
電
話
回
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
に
接
続
し
、
簡

単
な
ボ
タ
ン
操
作
を
行
う
こ
と
で
、
利

用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

⃝
無
線
ペ
ン
ダ
ン
ト

　

首
掛
け
式
の
機
械
を
利
用
し
、
緊
急

通
報
装
置
か
ら
約
50
メ
ー
ト
ル
以
内
の

離
れ
た
場
所
か
ら
緊
急
通
報
装
置
を
通

し
て
利
用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

⃝
人
感
赤
外
線
セ
ン
サ
ー

　

セ
ン
サ
ー
検
知
に
よ
り
12
時
間
（
変

更
可
能
）
を
超
え
て
連
続
し
た
動
き
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
、
緊
急
通

報
装
置
を
通
し
て
利
用
者
様
の
異
常
事

態
な
ど
を
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し

ま
す
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
が
あ
っ
た

場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
利
用
者

様
の
緊
急
通
報
装
置
を
通
し
て
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
。
呼
び
か
け
に
応
答
が

な
か
っ
た
場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か

ら
事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
協
力
員
、

家
族
及
び
消
防
署
に
連
絡
し
、
安
否
確

認
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　

こ
の
事
業
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
神
山
町
内
に
住
所
が
あ
る
方

②�

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て

い
る
方

③�

施
設
入
所
及
び
90
日
を
超
え
る
長
期

入
院
の
状
態
に
な
い
方

利
用
負
担
金

　

1
か
月
に
つ
き
3
0
0
円

ま
む
し
（
ハ
メ
）
血
清
の
配
置

　

本
年
も
次
の
場
所
に
、
ま
む
し
血
清

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
配
置
期
間
は
、

5
月
1
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

行
政
相
談
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

行
政
相
談
員　

久
保
素
弘
さ
ん
が
平

成
31
年
4
月
1
日
付
け
で
総
務
大
臣
か

ら
引
き
続
き
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
山
町
で
は
毎
月
11
日
（
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
に
役
場
2
階
図
書
室
で
行

政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
役
所

の
仕
事
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
要
望

の
あ
る
方
は
、
行
政
相
談
員
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
福
祉
月
間
に
つ
い
て

　

5
月
5
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら

1
週
間
は
「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

ま
た
、
5
月
は
徳
島
県
「
児
童
福
祉
月

間
」
で
す
。

名
　
称

所 

在 

地

電
話
番
号

神
山
医
院
下
分
字
今
井
1
6
3
6
7
7－

0
0
6
6

（
I
P
電
話 

4
4
2
7
）

大
黒
屋
神
領
字
北
1
6
6－

1
6
7
6－

0
6
8
2

（
I
P
電
話 

2
9
4
6
）

㈲
杉
山
薬
局
石
井
町
石
井
字
石
井

4
5
6－

1

6
7
4－

1
2
2
4
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私
た
ち
の
生
命
を
受
け
継
い
で
い
く

「
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
」
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が
家
庭

や
地
域
に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
個
性
豊
か
に
た
く
ま
し

く
育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
・
社
会

を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
子
育
て
の

喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
徳
島
を
め
ざ
し

て
共
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
標
語

「
そ
の
気
持
ち

�

誰
か
を
笑
顔
に
さ
せ
る
種
」

�

（
国
選
定
標
語
）

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

令
和
元
年
度 

神
山
町
税
・
保
険
料

（
税
）
納
期
限
一
覧
表

※�

税
（
料
）
に
関
す
る
こ
と
は
、
神
山

町
税
務
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

T
E
L　

6
7
6

－
1
1
1
5

　

I
P　

2
0
0
5

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
の

予
防
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
に
は

『
健
康
診
査
受
診
券
』
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
査
受
診
券
を
お
送
り
す
る
時
期

⃝�

入
院
・
施
設
等
へ
入
所
さ
れ
て
い
な

い
方
、
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と
診
断

さ
れ
て
い
な
い
方
…
令
和
元
年
8
月

（
予
定
）

　

入
院
を
さ
れ
て
い
た
方
及
び
生
活
習

慣
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、
す
で
に
健

康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師
の
指
導
を

受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
健
康
診
査
の
対
象
者
か
ら
除
い
て

い
ま
す
。

※�

生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活
習
慣
が
発

症
原
因
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
病
気
で
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
性
疾
患
、
脂
質
異
常
症
、
虚
血
性

心
疾
患
、
そ
の
他
心
疾
患
、
く
も
膜

下
出
血
、
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
、
脳

動
脈
硬
化
、
そ
の
他
脳
血
管
疾
患
、

動
脈
硬
化
が
あ
り
ま
す
。

⃝�

前
述
以
外
の
方
で
、
平
成
31
年
4
月

以
降
に
血
液
検
査
や
尿
検
査
を
さ
れ

て
い
な
い
方

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
元

年
8
月
以
降
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
担

当
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
る
健
康
診
査

申
込
書
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り
は
令
和
元
年
11
月
末
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

⃝�

平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
元
年

9
月
30
日
ま
で
の
間
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方

　

加
入
時
期
に
応
じ
、
次
の
と
お
り
5

月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に
健
康
診
査
申

込
書
を
送
付
し
ま
す
。
入
院
を
さ
れ
て

い
な
い
方
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と
診
断

さ
れ
て
い
な
い
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
広
域
連
合
事
務
局
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
後
日
送
付

し
ま
す
。

健
康
診
査
申
込
書
の
送
付
時
期（
予
定
）

①�

1
月
1
日
か
ら
4
月
30
日
ま
で
の
間

に
加
入
さ
れ
た
方�

6
月

②�

5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
間

に
加
入
さ
れ
た
方�

7
月

③�

7
月
1
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
の
間

に
加
入
さ
れ
た
方�

8
月

④�

8
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
加
入
さ
れ
た
方�

10
月

⃝�

令
和
元
年
10
月
以
降
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
ま
で
に
、
現
在
加

入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
で
健
康
診
査

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方

　

障
害
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
保

険
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
健
康
診
査
を
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

健
診
項
目

　

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査

受
診
費
用

　

無
料

受
診
期
間

　

受
診
券
を
受
け
取
ら
れ
た
と
き
か
ら

令
和
元
年
12
月
末
日
ま
で

⃝
健
康
診
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

電
話　

0
8
8

－

6
7
7

－

3
6
6
6

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

保
険
料
率
は
2
年
ご
と
の
改
定
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
元
年
度

は
、
平
成
30
年
度
と
同
じ
保
険
料
率
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員
の所得がない（年金収入80万円以下） 8 割

33万円以下 8．5 割

33万円＋（28万円×被保険者数）以下 5 割

33万円＋（51万円×被保険者数）以下 2 割

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

場
合
の
軽
減 �

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前
日

ま
で
、
被
用
者
保
険
（
国
保
・
国
保
組

合
以
外
の
健
康
保
険
）
の
被
扶
養
者
と

な
っ
て
い
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
均
等
割
額
の
軽
減

さ
れ
る
期
間
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
に
な
っ
て
か
ら
2
年
間
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
の
低
い
方
に
対
す
る
均

等
割
額
の
軽
減
に
も
該
当
す
る
方
は
、

い
ず
れ
か
大
き
い
方
の
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

所
得
割
額

均
等
割
額

負
担
な
し

５
割
軽
減
（
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
に
な
っ
て

か
ら
２
年
間
）

固定資産税

1期 5月31日

2期 7月31日

3期 10月31日

4期 1月31日

町県民税

1期 7月 1日

2期 9月 2日

3期 12月 2日

4期 3月 2日

軽自動車税 全期 5月31日

国民健康保険税
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 31 9/2 30 31 12/2 25 31 3/2

後期高齢者医療保険料
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 9/2 30 31 12/2 25 31 3/2 31
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な
お
、
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

に
つ
い
て
、
制
度
の
見
直
し
や
政
令
改

正
に
よ
り
、
改
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
料
は
、
公
費
や
現
役
世
代

の
支
援
金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

●�

保
険
料
の
計
算
方
法
…
被
保
険
者
均

等
割
額
と
所
得
割
額
を
合
計
し
て
、

個
人
単
位
で
計
算
し
ま
す
。

52，913円
（被保険者全員が等しく負担）

被保険者均等割額

｛（総所得金額等－33万円）
×

所得割率　10.34％｝
（被保険者が所得に応じて負担）

所得割額

保険料の年額の上限は62万円です。

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減 �

　

世
帯
主
と
世
帯
の
被
保
険
者
の
所
得

額
の
合
計
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
が
世

帯
単
位
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
軽
減
特
例
の
見
直
し
】

下
表
「
均
等
割
額
の
軽
減
割
合
」
9
割

→
8
割

【
軽
減
対
象
の
拡
充
】

下
表
「
世
帯
の
所
得
額
の
合
計
」
欄
中

軽
減
割
合
5
割
に
つ
い
て

�

27
万
5
千
円 

→ 

28
万
円

軽
減
割
合
2
割
に
つ
い
て

�

50
万
円 

→ 

51
万
円

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員
の所得がない（年金収入80万円以下） 8 割

33万円以下 8．5 割

33万円＋（28万円×被保険者数）以下 5 割

33万円＋（51万円×被保険者数）以下 2 割

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

場
合
の
軽
減 �

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前
日

ま
で
、
被
用
者
保
険
（
国
保
・
国
保
組

合
以
外
の
健
康
保
険
）
の
被
扶
養
者
と

な
っ
て
い
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
均
等
割
額
の
軽
減

さ
れ
る
期
間
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
に
な
っ
て
か
ら
2
年
間
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
の
低
い
方
に
対
す
る
均

等
割
額
の
軽
減
に
も
該
当
す
る
方
は
、

い
ず
れ
か
大
き
い
方
の
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

所
得
割
額

均
等
割
額

負
担
な
し

５
割
軽
減
（
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
に
な
っ
て

か
ら
２
年
間
）

75
歳
以
上（
※
）
で
医
療
保
険
料
の

均
等
割
9
割
軽
減
の
皆
様
へ

（
※
）�65
歳
以
上
の
方
で
障
害
認
定
を
受
け
て
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均
等
割
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
9
割
軽
減
と
な
っ
て

い
た
方
は
、
今
年
度
、
8
割
軽
減
に
変

わ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、今
年
度
、

所
得
の
低
い
高
齢
者
へ
の
保
険
料
の
負

担
軽
減
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
所
得
の
低

い
年
金
受
給
者
の
方
へ
は
、
今
年
10
月

か
ら
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
（
基

準
月
5
、
0
0
0
円
）
の
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

⃝�

介
護
保
険
料
軽
減
は
半
年
度
分
の
軽

減
額
を
年
度
平
均
し
た
額
で
す
。
課

税
者
が
同
居
し
て
い
る
場
合
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

⃝�

老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
（
補

足
的
な
給
付
を
含
む
）
の
場
合
、
支

給
要
件
（
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
中
、
世
帯
全
員
の
市
町
村

民
税
が
非
課
税
、
前
年
の
年
金
収

入
額
と
所
得
額
の
合
計
が
8
7
9
、

3
0
0
円
以
下
）
を
全
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

金
額
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間
等

に
よ
り
異
な
り
、
基
本
的
に
10
月
、

11
月
分
を
12
月
（
年
金
の
支
払
日
と

同
日
）
に
振
込
み
ま
す
。

⃝�

医
療
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
で
納
め
て
い
る
場
合
、
引
き
落

と
し
額
へ
の
影
響
は
10
月
か
ら
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　

税
務
保
険
課

　
（
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
5
）

○
介
護
保
険
に
つ
い
て

　

健
康
福
祉
課

　
（
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
4
）

○
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
0
5
7
0

－

0
5

－

1
1
6
5
）

（例）年金収入80万円以下の方（例）年金収入80万円以下の方

平成30年度

保険料の納付額（1割）
保険料の納付額（2割）

9 割軽減
（月平均約433円納付）

8 割軽減
（月平均875円納付）

令和元年度

15 令和元年 5月15日発行



建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
5
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
1
5

神
山
町
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　

神
山
町
で
は
、
大
地
震
に
お
け
る
住

宅
の
倒
壊
等
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
耐
震
診
断
及
び

診
断
後
の
耐
震
改
修
等
を
実
施
す
る
神

山
町
民
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
補
助
対
象
・
補
助
率
・

補
助
限
度
額
等
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
取
壊
し
に
つ
い
て

も
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

事
前
の
調
査
を
受
け
る
こ
と
が
補
助
要

件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
エ
シ
カ
ル
消
費
」し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
が
毎
日
買
っ
て
い
る
様
々
な

商
品
、そ
れ
は
「
誰
が
」「
ど
こ
で
」「
ど

の
よ
う
に
」作
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
背
景
に
は
、
環
境
破
壊
、
低
賃

金
で
の
雇
用
や
児
童
労
働
な
ど
の
深
刻

な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

環
境
、
人
や
社
会
、
地
域
に
配
慮
し

た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
「
エ

シ
カ
ル
消
費
（
論
理
的
消
費
）」
は
私

達
や
未
来
の
子
ど
も
達
に
住
み
よ
い
社

会
や
環
境
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

徳
島
県
で
は
、
5
月
の
第
2
土
曜
日

か
ら
15
日
間
を
「
消
費
者
市
民
社
会
推

進
期
間
」
に
定
め
て
い
ま
す
。
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
エ
シ
カ
ル
消
費
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

【
こ
の
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
】

　

徳
島
県　

消
費
生
活
創
造
室

　

☎　

0
8
8

－

6
2
1

－

2
4
9
9

職
業
訓
練
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

求
職
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
職
業

訓
練
（
介
護
関
係
・
パ
ソ
コ
ン
関
係
・

事業
区分

補助対象住宅
及び補助用件 補助対象経費 補助率及び補助限度額（税込）

耐
震
診
断

支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年5月31日以前に着工された
木造住宅

耐震診断に要する経費 耐震診断費用
4万円のうち3.7万円

（自己負担3千円）

補
強
計
画

支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年5月31日以前に着工された
木造住宅，評点が1.0未満と判定され
たもの

耐震性を向上させる方法、概算
工事費についてまとめた耐震補
強計画の作成に要する経費

補強計画作成費用
6 万円のうち 5.4 万円

（自己負担 6 千円）

住
ま
い
の
安
全・安
心
な
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年5月31日以前に着工された
木造住宅で，評点が1.0未満と判定さ
れたもの

（補助用件）
以下の全てに該当するもの
①�改修後の評点を一定水準まで向上、

又は耐震シェルターもしくは耐震
ベッドを設置

②高さが1.5m以上の家具を固定
③耐震改修施工者等が施工
④啓発活動への協力

次に掲げる工事に要する経費
①�耐震改修工事又は耐震シェル

ター等を設置する工事
②�省エネルギー性能を向上させ

る工事
③バリアフリー化工事
④�地震時に倒壊の危険があるコ

ンクリートブロックの撤去等
に必要な工事

⑤家具を固定させる工事

対象経費の 4/5 以内かつ
１棟あたり40万円まで
※工事費20万円以上とする。

（上乗せ補助）
１棟あたり20万円まで
※�神山町内に本店を有する業者

が施工するものに限る。

耐
震
改
修
支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年5月31日以前に着工された
木造住宅で，評点が1.0未満と判定さ
れたもの

（補助用件）
以下の全てに該当するもの
①改修後の評点を1.0以上に向上
②高さ1.5m以上の家具を固定
③耐震改修施工者等が施工
④啓発活動への協力
⑤�感震ブレーカー（分電盤タイプ）を

設置

次に掲げる工事に要する経費
①改修後の評点を向上させる工
事
②�評点に反映しない部分的な欠

陥を改善する工事
③�地震時に倒壊の危険があるコ

ンクリートブロックの撤去等
に必要な工事

④家具を固定させる工事

対象経費の 4/5 以内かつ
１棟あたり100万円まで

（上乗せ補助）
1 棟あたり20万円まで
※�神山町内に本店を有する業者

が施工するものに限る。

感震ブレーカーの設置について
１棟あたり10万円

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年5月31日以前に着工された
木造住宅で，評点が1.0未満と判定さ
れたもの

（補助用件）
以下の全てに該当するもの
①持家であり、耐震シェルターを設置
するもの
②高さ1.5m以上の家具を固定
③耐震改修施工者等が施工
④啓発活動への協力

次に掲げる工事に要する経費
①�耐震シェルターを設置する工

事
②家具を固定する工事

対象経費の 4/5 以内かつ
1 棟あたり80万円まで

住
替
え
支
援
事
業

（対象住宅）
昭和56年5月31日以前に着工された
木造住宅で，評点が0.7未満と判定さ
れたもの

（補助用件）
以下の全てに該当するもの
①現在居住する住宅の全てを除却
②解体業者が施工

次に掲げる工事に要する経費
①住宅を除却する工事
②�地震時に倒壊の危険があるコ

ンクリートブロック塀の撤去
等に必要な工事

対象経費の 2/5 以内かつ
１棟あたり30万円まで

その他の

　おしらせ

名無し
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医
療
調
剤
事
務
な
ど
）
を
通
じ
て
、
早

期
就
職
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
徳
島
公

共
職
業
安
定
所
で
は
、
職
業
訓
練
の
受

講
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
事
前
予
約
不
要
）

⃝「
職
業
訓
練
受
講
説
明
会
」
の

�

開
催
日
時

6
月
5
日
（
水
）
10
時
～
11
時
40
分

6
月
19
日
（
水
）
10
時
～
11
時
40
分

7
月
3
日
（
水
）
10
時
～
11
時
40
分

7
月
17
日
（
水
）
10
時
～
11
時
40
分

※�

上
記
の
説
明
会
は
、
6
月
以
降
開
校

の
コ
ー
ス
の
説
明
に
な
り
ま
す
。

㉄　
徳
島
公
共
職
業
安
定
所

（
徳
島
市
出
来
島
本
町
1
丁
目
5
番
地
）

�

☎
6
2
2

－

6
3
7
4

名
西
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
開
設

　

平
成
31
年
4
月
1
日
よ
り
、
名
西
地

区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
は
、
保
護
司
、
保
護
司
会

が
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
で
更
生
保
護
活
動
を
行
う
た

め
の
拠
点
で
す
。
保
護
司
を
は
じ
め
と

す
る
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
合

や
更
生
保
護
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供

の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

場　

所
：�

名
西
郡
石
井
町
高
川
原
字
高
川
原

2
1
1
1

－

4
（
石
井
町
水
道
課
2
階
）

電　

話
：
0
9
0

－

8
9
7
3

－

0
0
0
1

開
所
日
：
毎
週　

月
・
水
・
金

　
　
　
　
（
午
前
9
時
～
正
午 

※
祭
日
は
休
み
）

　

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
西
地
区
保
護
司
会

�

会
長
　
高
田
　
博
子

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
会
員
募
集
中

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は

　
「
育
児
の
応
援
を
依
頼
し
た
い
」「
少

し
で
も
育
児
の
応
援
が
で
き
る
」
と
い

う
人
が
会
員
登
録
し
、
育
児
の
相
互
応

援
を
有
償
で
行
う
も
の
で
す
。
初
対
面

で
の
サ
ポ
ー
ト
で
は
な
く
、
双
方
が
事

前
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
お
互
い
に
了
解

し
た
ペ
ア
で
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

会
員
登
録
条
件
（
登
録
は
無
料
で
す
）

①
依
頼
会
員

　

0
歳
か
ら
小
学
校
6
年
生
の
子
ど
も

の
子
育
て
の
応
援
を
受
け
た
い
人

　

神
山
町
、
徳
島
市
、
小
松
島
市
、
勝

浦
町
、
佐
那
河
内
村
、
石
井
町
に
在

住
、
在
勤
し
て
い
る
人

②
提
供
会
員

　

上
記
市
町
村
に
在
住
の
人
で
、
少
し

で
も
子
育
て
の
応
援
が
で
き
る
人

　

※�

応
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。（
保

険
料
は
セ
ン
タ
ー
が
負
担
）

③
両
方
会
員

　

依
頼
・
提
供
の
両
方
を
行
い
た
い
人

利
用
料
金（
援
助
を
受
け
た
依
頼
会
員
が
提
供
会
員
に
直
接
支
払
い
ま
す
。）

月 

～ 

金　

7
時
～
21
時

　
　
　
　
　

1
時
間
7
0
0
円

�

（
病
児
・
病
後
児
は
8
0
0
円
）

上
記
以
外　

1
時
間
8
0
0
円

�

（
病
児
・
病
後
児
は
9
0
0
円
）

依
頼
内
容
（
例
）

●�

保
育
所
・
幼
稚
園
へ
の
送
り
迎
え
や

そ
の
後
の
預
か
り
な
ど
。

●�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
迎
え
や
そ
の

後
の
預
か
り
な
ど
。

●�

兄
弟
の
学
校
行
事
・
冠
婚
葬
祭
・
通

院
な
ど
の
時
の
預
か
り
。

●�

放
課
後
や
、
休
校
日
（
学
校
）・
休

園
日
（
保
育
所
）
の
時
の
預
か
り
。

※�

こ
の
他
に
も
様
々
な
応
援
が
あ
り
ま
す
の
で
、
何

で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

電
話　

0
8
8

－

6
1
1

－

1
5
5
1

健
康
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平
成
31
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

新
に
つ
き
ま
し
て
は
、6
月
3
日
か
ら
7

月
10
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
30

年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
平
成
31
年
度

分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手
続

を
、「
労
働
保
険
確
定
・
概
算
保
険
料
申
告

書
」に
よ
り
7
月
10
日（
水
）ま
で
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、徳
島
労
働
局
、

労
働
保
険
徴
収
室
（
T
E
L
0
8
8

－

6
5
2

－

9
1
4
3
）へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

神山町で徳島ファミリー・サポート・センター
地域交流会が開催されます

そらまめ in神山町～ソーセージをつくろう！～
日　時：6 月13日（木）
　　　　午前10時から12時30分まで
会　場：下分公民館
内　容：手作りソーセージ教室
　　　　（講師）自然派ハム工房リーベ・フラウ社長
� 遠藤保仁さん
会　費：体験料金1,000円
準備物：エプロン・三角巾
＊�どなたでもご参加いただけます。事前に

お申し込みください。
申込締切り：6 月 7 日（金）
　　　　　　（先着20名、託児はありません。）
お申し込み・お問い合わせ先
徳島ファミリー・サポート・センター
� 電話 088 － 611 － 1551

17 令和元年 5月15日発行



お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係　TEL676-1114　IP2004

健康づくりシリーズ○119

たばこと健康
　毎年5月31日は「世界禁煙デー」、5月31日から6月6日は「禁煙週間」です。この機会にたばこに
ついて知りましょう。

たばこの煙には約5,300種類の化学物質、約70種類の発がん性物質が含まれています

たばこを吸っている本人の場合

たばこを吸っている人のまわりの人

口腔・咽頭がん　食道がん　
肝臓がん　膀胱がん　膵臓がん　
子宮がん　大腸がん
� 　など

脳卒中　虚血性心疾患　
2型糖尿病の発症
慢性閉塞性肺疾患（COPD）
� 　など

早産　低出生体重　胎児発育遅延　
� など

　たばこに含まれる約5,300種類の化学物質のうち、
カットされたとわかっているのはホルムアルデヒド
や一酸化炭素など 9種類のみです。

改正のポイント
○「望まない受動喫煙」をなくす
○受動喫煙による健康への影響が大きい子どもや病気の人などに特に配慮
○施設・場所ごとに喫煙できる場所、できない場所を明らかにし、掲示を義務づける

　喫煙が体に与える影響

　「加熱式たばこ」の安全性は？

　「健康増進法」が改正され、受動喫煙の防止が強化されます（2020年 4月 1日施行）

　がん 　その他の病気 　妊娠・出産

加熱式たばこに
よる健康被害に
ついてはまだ明
らかにされてい
ません。

「ニコチン」の依存性により
やめにくくなっています。

しかし !

副流煙には発がん性物質
などの有害物質が主流煙
の数倍含まれます！

煙がのどや肺に直接触れる、血液を通じて全身に運ばれる

　副流煙
ニコチン

一酸化炭素
発がん性物質

アンモニア

　たばこの葉を凝縮したものを加熱して、その蒸気を吸引するものです。たばこ
の有害物質が90％カットされたと宣伝され、多くの喫煙者に受け入れられました。

広報かみやま No.322 18



介護保険の利用状況について①
　介護保険は、高齢者になっても自立した日常生活が続けられるよう、また介護が必要になったとして
も、住み慣れた地域で自分らしく生活できるように、社会全体で支え合うための制度です。

お問い合わせ：健康福祉課　介護保険係　　電話：676－1114（IP 2004）
　　　　　　　地域包括支援センター　　　電話：676－1185（IP 2031）

介護予防シリーズ○61

　少しでも長く住み慣れた地域で生活をするには、介護予防に努め、介護度が重度化しないように
本人の状態に応じたサービスを利用する必要があります。
　詳しくは、次号でお伝えします。

■認定状況

　平成30年3月時点の認
定率は、神山町20.8％、
全 国18.0％、 徳 島 県
19.9％で、全国・徳島県
平均を上回っています。
　認定率が低下したこと
もありましたが、ここ数
年は上昇傾向です。

■在宅サービス利用者割合

　介護度が高くなると在
宅で生活している割合が
全国・徳島県平均を大き
く下回っています。
　その要因としては、神
山町は、ひとり暮らし高
齢者や高齢者のみの世帯
が多いためと考えられま
す。
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防災シリーズ○31

神山町役場　総務課　防災係　　電話：676－1111（IP2000）

●台風について
　徳島県には毎年いくつかの台風が接近または上陸し強風と大雨によりたびたび被害をもたらし
ています。
　平成30年には二つの台風が徳島へ上陸、大きな被害はありませんでしたが、神山町でも大雨や
暴風により日常生活に支障が生じました。台風は、予測できるからと安易に考えず、日頃から十
分な対策を立てておきましょう。
①情報の入手
　まずは、必要な情報を入手して、少しでも被害を減らしましょう。
　台風は、突然襲ってくる地震とは違い事前に情報が得られます。
テレビやラジオ、役場の防災無線などから出される情報に十分注意
してください。
②日頃の心がけ
　台風が接近するからではなく、日頃からの心がけが大切です。
　まず、自分の家の周りに危険な場所がないか確認をしておきましょう。
　また、避難場所や安全な避難経路をよく確認し、隣近所の方との連絡方法を決めておくこと
なども有効な方法です。
③台風への備え
　台風が接近する可能性がある場合は、早めに台風への備えを行い
ましょう。
　雨戸・看板・塀なども倒れないように固定しましょう。
　早い時期に家の回りを見回り、排水溝や、雨どいの掃除をしたり、
飛ばされそうなものは室内にしまい、無理なものは、固定するなど
飛散防止対策をしてください。
　また、停電に備えて、懐中電灯や携帯ラジオなどの防災用品を準備しておきましょう。

●災害時の必需品
　台風や土砂災害、地震等などの大災害が発生すると、ライフラインや流
通機能がストップする恐れがあります。いざという時、慌てないように、
災害時に必要なものを日頃から備えておくことが重要です。
　非常持出品として、懐中電灯、現金、携帯ラジオ、飲料水、非常食等を
すぐに持ち出せるようにして、持病薬やアレルギー対応食など、命に関わ
る必需品を優先して用意してください。
　これらのグッズをリュックサックなどに入れて、玄関や寝室など、持ち
出しやすい場所に保管しておくと安心です。
　災害時の食料や飲料水は、7日分必要で、成人一人一日あたり、水は3リッ
トル、食料は2000キロカロリーが目安とされています。食品は、賞味期
限に注意し、懐中電灯やラジオは、電池切れに注意してください。食料等については、持ち運び
しやすい収納ケースなどに入れて、台所や押し入れなどに分散保管することも重要です。

●非常食の保存法
　災害用の保存食だけを大量に用意することが備蓄ではありません。缶詰やレトルト食品など、
普段利用している食品を、最初多めに購入しておいて、消費したらその分補充すれば、常に一定
量の食品を自宅内に備蓄することができます。これが、「ローリングストック（回転備蓄）法」です。
消費期限切れを防ぎ、いざというときに役立つ、一石二鳥の方法です。

広報かみやま No.322 20



詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

　平成31年 4 月分から翌年 3 月分までの国民年金保険料は、月額16,410円です。保険料は
日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納め
ることができます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、
そして便利でお得な口座振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話・
文書・訪問により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納
付がない場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方の財産が差し押さえら
れることがありますので、早めの納付をお願いします。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度があります
ので、町役場の国民年金窓口へご相談ください。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎
年金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・
猶予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、町役場の国
民年金窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。

　令和元年 7 月分から翌年 6 月分までの免除等の受付は平成31年 7 月 1 日から開始されます。
　また、申請時点の 2 年 1 か月前の月分までさかのぼって申請することができます。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた期間
がある方は、町役場の国民年金窓口または年金事務所へご相談ください。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

国民年金保険料免除等の申請について

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり
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駐在所だより
　気候も良くなり、春山シーズンの到来ともなりますが、春は大気の状態が不安定で、天気の変わりや
すい時期です。
　春山に対する認識が甘く、天候に関する知識不足や装備の不備などで無理な計画を立てた場合、遭難
するケースが多くみられます。
　登山を安全に楽しむためには、冷静に判断して行動することが大切です。

1　事前の準備を十分にしましょう！
⑴　身体の準備
⑵　山の情報（登山道、気象状況）の収集
⑶　十分な装備
　ア　携行品（必須）
　　①　雨具：身体を雨や風から守ります。また、防寒具にもなります。
　　②　登山地図と磁石（コンパス）：現在位置の確認と目的地を把握します。
　　③�ヘッドランプ等軽量の照明器具：万一、遭難した場合に自分の所在を知らせ、救出活動の一助

となる大切なものです。
　イ　その他
　　　�ヤッケ等防寒具、携帯電話や無線機などの通信手段、チョコレートなど高カロリーの非常食、
携帯電話や懐中電灯の予備電源、黄色や赤色など目立つ色のタオル等（救助ヘリへの合図に効果的）

2　登山計画書を提出しましょう！
⑴　無理のない登山計画を立てましょう！
　目標とする山、日程、コース、行動を支えてくれる条件としての装備、食糧、メンバー、交通機関、
宿泊等々を考えて計画しましょう。

⑵　登山届け受理システム「コンパス」
　徳島県警察では、平成 29年に公益社団法人日本山岳ガイド協会が運営する登山届受理システム
「コンパス」との協定を締結しました。
　パソコンや、スマートフォン、タブレット端末から、簡単に登山計画を作成、提出することがで
きるのでご利用ください。

3　万一、遭難した時は落ち着いて！
⑴　携帯電話は待ち受け専用にし、電池の消耗を防止しましょう。
⑵　救助のヘリコプターが発見しやすいよう、尾根や見晴らしの良い場所（上の方）に出ましょう。

○ 神領駐在所　　　088－676－0019
○ 広野駐在所　　　088－678－0333

〈通報・相談先〉

春の連休期間中における山岳遭難の防止
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消防署だより

119

　体温が上がり、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温の調整機能が働かくなったり
して、体温の上昇やめまい、痙攣、頭痛など様々な症状を起こす病気です。
　熱中症といえば、炎天下に長時間いた、真夏の暑い中運動をしていたといったケースを想像
するかもしれません。しかし、こういった典型的な場面ばかりではありません。
　実は、梅雨の合間に突然気温が上がったなど、身体が暑さに慣れていない時期にかかりやす
い病気でもあります。

　昨年、熱中症で救急搬送された人は12名いました。
　今年も暑くなると予想されていますので、対策を立てましょう。

暑さを避けましょう！
外に出るときは、日傘や帽子を活用し、直射日光をできるだけ遮りましょう。
家の中では、扇風機やエアコンを活用し、室内の温度調整を行いましょう。

服装を工夫しましょう！
通気性の良い吸湿・速乾素材の衣類を着ましょう。
襟元を緩めにして、熱気がこもらないようにしましょう。

水分・塩分をこまめに補給しましょう！
のどが渇く前に水分補給することが大切です。
汗には水分と塩分が含まれているので、塩分の入った飲み物が効果的です。
睡眠中にも汗をかいて水分が失われますので、睡眠前にも水分補給しましょう。

熱中症に
� 注意しましょう!!

熱中症とは？

＜熱中症予防のポイント＞

神山消防署への連絡は

・一般…676－1199

・ＩＰ…050－2024－2119

・FAX…676－1390

平成31年度
人事異動

西浦消防士です。
よろしくお願いします。
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【作り方】

①�食パンは半分に切り、切り込みを入れてバターをぬる。レタスはは
さみやすい大きさにちぎる。きゅうりは斜め薄切りにする。トマト
は薄い半月切りにする。

②�ボウルにサバ水煮を入れてほぐし、カッコの調味料を加えて混ぜる。

③食パンにレタス、きゅうり、トマト、②をはさむ。

【材料：4 人分】
食パン（ 6枚切り） �  4 枚
バター �  10g
レタス（淡色野菜） �  40g
きゅうり（淡色野菜） �  20g
トマト（緑黄色野菜） �  60g

サバ水煮缶 �  100g
マヨネーズ �  大さじ 1
みそ �  小さじ 1/2
こしょう �  少々

サバ缶シリーズ

野菜1日350g！
栄養価1人分：エネルギー270kcal、たんぱく質11.8g、
脂質10.0g、塩分1.1g� 野菜総重量約30g

●ワンポイントアドバイス
　今回は、ツナの代わりにサバの水煮缶を使いました。サンドイッチな
どは、野菜が不足するため、ブロッコリーなどの緑黄色野菜や、果物を
添えると、ビタミン、ミネラルが補えます。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

★サバ缶のポケットサンド★

　次号は、平成28～30年生まれで 7 月・8 月が誕
生日の子（町内に住所を有すること）を募集します。
　掲載を希望する方は、役場広報編集委員会まで写
真を送付してください。締切は 6 月15日です。

※�掲載回数は1回までです。複数回の掲載はできませんのでご了承ください。
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れ
、
行
き
交
う
人
た

ち
の
笑
顔
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ひ
ら
ひ
ら
と
散
る
桜
の
あ
と
に
は

新
緑
の
季
節
が
訪
れ
、
神
山
の
山
々
は

ま
た
輝
き
を
増
し
ま
す
。

　

表
紙
、「
ま
ち
の
で
き
ご
と
」
に
て
紹

介
し
ま
し
た
と
お
り
、
城
西
高
校
神
山

分
校
は
、
こ
の
春
、
城
西
高
校
神
山
校

に
な
り
ま
し
た
。
新
学
期
が
始
ま
り
、

期
待
と
不
安
を
胸
に
登
校
す
る
生
徒
た

ち
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
身
で
あ
る
徳
島
県
立
徳
島
農
業
高
等

学
校
は
昭
和
22
年
（
1
9
4
7
年
）
に

開
校
し
、
そ
こ
か
ら
数
え
る
と
70
年
を

超
え
て
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。
バ
ス
ツ
ア
ー
で
学
校
を
訪
問
し

た
際
、
参
加
者
の
中
に
、「
私
も
数
十
年

前
に
通
っ
て
い
た
、
こ
こ
の
卒
業
生
で

す
」
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
。
当
時
を

思
い
返
し
な
が
ら
も
、
現
在
の
学
校
の

新
た
な
取
り
組
み
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
平
成
9
年
（
1
9
9
7

年
）
よ
り
続
い
た
城
西
高
校
神
山
分
校

は
、
新
元
号
・「
令
和
」
を
迎
え
る
前
に

社
会
の
変
化
に
応
じ
た
学
科
再
編
を
行

い
ま
し
た
。
こ
こ
神
山
で
得
ら
れ
た
新

た
な
学
び
が
、
ま
ち
の
、
な
に
よ
り
自

身
の
こ
れ
か
ら
を
作
っ
て
い
く
も
の
で

あ
る
と
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
（
参
考
『
神
山
町
史
下
巻
』

�

第
8
編
第
2
章
よ
り
）
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